
 
 
 
 

 

 

 

 
保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますことに、心から感

謝申し上げます。 
さて、本年５月に実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたので、その

概要をお知らせいたします。本校では、この調査結果を踏まえ、生徒の学力向上に向けた改善プランを作
成し、学校の教育計画や日常の授業の改善に取り組んでまいります。今後も学校と家庭が、お互いの役割
を認識しながら一人一人を大切に育んでいきたいと考えております。 
今後とも本校の取組等についてご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

１．教科に関する調査結果 

【国語】   

① 領域別の結果 

話すこと・聞くこと 

この領域の問題は 3 問中 2 問の正答率が、

全国を上回りました。話し合いの話題や方向を

捉えることはできています。しかし、適切な発

言について考えることに少し課題があります。 

書くこと 

書いた文章を読み返し、語句の使い方や段落

相互の関係に注意して書くことについての選択

問題は、全国とほぼ同様でした。一方、書いた

文章を互いに読み合い、文章の構成の工夫を考

える記述問題は、全国に比べ正答率が低く課題が見られました。 

【 学 校教 育 目標】  
『真理を求め 心豊かに たくましく』 
 

知性を磨き創る人  広く絆を結ぶ人 

理想を求め励む人 気高く強く生きる人 
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全国の平均正答率と比較してやや低いという結果でした。 
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正答率 58.9 

無回答率16.4 



読むこと 

文章を読み、登場人物の心情や言動の意味を考えることは、比較的できています。しかし、文脈の中に

おける語句の意味や自分の考えを持ち記述する問題に課題が見られます。無回答率も全国よりも高く、粘

り強く問題に取り組む意識を高める必要があります。 

 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

言語については、文脈に即して漢字を正しく読むことの正答率は、全国とほぼ同様でした。一方、相手

や場に応じて敬語を適切に使う問題では、正答率が低く課題が見られました。 

 

② 正答数の分布 

正答数が４問の生徒の割合

は全国より高くなっていますが、

６問以下の割合は、全国とほぼ

変わりませんでした。一方、正

答数が１０問以上の生徒の割合

は、全国を下回っており、いわ

ゆる上位層が少なく中間層が多

い状況が見られました。 

 

【学校の取り組みと改善策】 

 本校の課題は、自分の考えを

読み手の立場に立って書く力や

書いた文章の良い点や改善点を

見つけて整えて書く力を高める

ことです。そのため、学校では、

①国語科や他教科の学習場面で、自分の考えが伝わる文章になるように工夫して書くとともに、書いた文

章を互いに読み合うなどの学習活動を増やします。②理解したことを他者に説明したり、他者の考えやそ

の根拠を知るなど、話し合う活動を通して伝える力を高めます。③文章を読むことや読書によって、知識

や情報を得たり、新しいものの見方や考え方を知ったり、自分の考えが広がったりすることを実感できる

ように指導します。また、授業アイディア例などの参考資料を積極的に活用します。 

 

 

【数学】  

数と式 

この領域の問題は５問ありましたが、数

式の加法や減法や方程式をつくる短答式の

問題の正答率は全国とほぼ変わらない結果

でした。しかし、目的に応じて式を変形し

たり、その意味を読み取ったりして、事柄

が成り立つ理由を説明する記述式の問題が、

正答率が低く課題が見られました。 

 

図形 

 この領域の問題では、平行四辺形になる

ための条件について説明することは、ほぼ

全国と正答率は変わらない結果でした。し

かし、おうぎ形の中心角と弧の長さや面積

全国の平均正答率と比較して低いという結果でした。 



との関係についての理解や平行な２直線の錯角は等しくなることについての理解を確認する問題の正答率

が低く課題が見られました。無回答率も全国を上回っていました。 

 

関数 

 この領域の問題は３問でした。与えられた表やグラフから必要な情報を適切に読み取ることは、良くで

きていました。しかし、関数の意味の理解や具体的な事象を数学的に解釈し、数学的に説明する記述式問

題の正答率が低く課題が見られました。無回答率も全国を上回っていました。 

資料の活用 

 この領域の問題は４問でした。与えられたデータから中央値を求める問題と２つの度数分布表から相対

度数の必要性と意味を理解しているかを確認する問題で全国平均の正答率を上回っていました。しかし、

グラフの特徴やデータから読み取ったことを数学的な表現を用いて説明する問題で正答率が低く課題が見

られました。無回答率も全国を上回っていました。 

 

②正答数の分布 

 １６問中７問以下の正答数の生徒の

割合が全国よりかなり高くなっていま

す。１０問以上の正答数の割合は、か

なり低くなっています。そのため、上

位層が少なく下位層が多いという状況

が見られました。 

 

【学校の取り組みと改善策】 

本校の課題は、図形や関数の領域で 

理由を数学的な表現を用いて説明した

り、記述することができる力を高める

ことです。 

そのため学校では、①図形の性質を

しっかりと理解させるために、操作を

通した学習活動を増やします。②身の回りにある事象を関数関係として捉え、関数の意味を理解し考えた

ことを説明し合う活動の時間を増やします。③日常生活の具体的な場面で、数学を活用して筋道立てて記

述する能力を高めます。また、様々な研究所などから出ている授業アイディア例などを参考にし、「できた、

わかった」と生徒が実感できる授業を実践します。 

正答 Ｃ 正答率 90.4無回答率 4.1 

（正答例） 
原点Ｏを通る直線のグラフ
をかき，y ＝１２０のときの
x 座標を読む。 

正答率 16.4無回答率 31.5 



２．生徒質問紙調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

50

100
朝食を毎日食べている

自分には良いところがある

難しいことでも失敗を恐れ

ず挑戦している

いじめは、どんな理由が

あったてもいけないことだ

と思う

家で自分で計画を立てて勉

強をしている

将来の夢や目標を持ってい

る

人の役に立つ人間になりた

いと思う

本校

全国

【生徒質問紙より今後の取り組みについて】 
  
□ 「将来の夢や目標をもっている」生徒の割合は、ほぼ全国と同様の結果でした。そして、「人の役に立つ
人間になりたいと思う」割合もほぼ同様の結果でした。そのような気持ちを持っていますが、「自分には良
いところがある」と思っている生徒が少なく、一人一人の良さや可能性を学校と家庭が協力して伝える事が
充分にできていないと考えます。今後も家庭と協力して、子ども達一人一人が自分の良いところや可能性を
自覚し、夢に向かって成長できるように、取り組んでいきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

  
□ 「難しいことでも失敗を恐れず挑戦している」生徒の割合は、全国より低い結果でした。また、「家で自
分で計画を立てて勉強している」生徒の割合も低い結果でした。学校では、すぐにあきらめない『粘り強さ』
や『挑戦し続ける気持ち』を持つことができるように、一人一人へ寄り添い励ましながら「たくましさ」や
「自己管理能力」を高める指導を充実させていきますので、ご家庭でもご指導をお願いします。 

 
□ 生活リズムや家庭生活環境は、健康な生活と成長に重要です。毎日朝食を食べることは、学校生活の活力
となります。『早寝、早起き、朝ご飯』を意識した生活ができるように、家庭でもご指導をお願いします。 

 
□ 平日や土日・祝日に家で勉強する平均時間が全国に比べてかなり短く、テレビやゲーム、携帯電話等に使
う平均時間が長いという実態でした。携帯電話などの使い方の約束が守れていないという状況から、長時間
の携帯電話やタブレットの使用により、家での学習時間が短く、寝る時間も遅くなっている傾向にあること
が考えられます。睡眠時間が短いことから授業への集中力低下、体調不良、夜型の生活となってしまうとい
う悪循環が心配されます。3 年生は、公立高校受験まであと 3 ヶ月です。家庭との連携により、生徒の健
康と同時に学習意欲の向上、学習習慣の改善に取り組みたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
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